
《今月の海上安全標語》 ～ 防ぐのは自分自身 ～

普段の海上作業には、危険が潜んでいます!!  危険を予測し、事故を未然に防ぎましょう！

では、今月も安全操業で！

No. 738

takusui

兵庫の漁業人のための情報誌

発行（一財）兵庫県水産振興基金

第３回 イカナゴ料理コンテスト
全国海の子作品展
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イカナゴ料理コンテスト 参加者のみなさん（明石市）

危ないと　気付く力が　漁師の技危ないと　気付く力が　漁師の技
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私
は
浜
坂
町
（
現
新
温
泉
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃

か
ら
魚
と
釣
り
と
祭
り
が
大
好
き
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
中

学
校
か
ら
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に
熱
を
入
れ
始
め
、
高
校
か
ら
は
そ
れ

に
バ
ン
ド
が
加
わ
っ
た
り
と
様
々
な
こ
と
に
入
れ
込
ん
で
い
た
と
今

に
な
っ
て
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
も
進
路
に
悩
む
よ
う
に
な
り
、「
魚
の
病
気
を
勉
強
し
た

い
！
」
と
一
念
発
起
。
必
死
に
勉
強
し
た
結
果
、
第
一
志
望
の
高
知
大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
大
学
入
学
後
は
典
型
的
な
ダ
メ
大
学
生
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高
知
と
い
う
土
地
柄

か
ら
か
、
酒
、
酒
、
酒
と
酒
に
ま
み
れ
た
大
学
生
活
を
謳
歌
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た（
笑
）。

　

そ
ん
な
大
学
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
就
職
の
こ
と
を
考
え
、
地
元
に
帰
り
た
い
、
あ
わ
よ
く
ば
但

馬
水
技
で
働
き
た
い
と
思
い
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
選
択
。
研
究
を
続
け
な
が
ら
兵
庫
県
職
員
に
な

る
た
め
の
勉
強
を
必
死
で
行
い
、
念
願
の
兵
庫
県
水
産
職
へ
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
淡
路
勤
務
３
年
目
の
今
に
至
る
訳
で
す
。
こ
の
３
年
間
、
非
常
に
色
々
な
こ
と
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
漁
船
担
当
業
務
、
何
も
分
か
ら
ず
潜
り
込
ん
だ
機
関
場
、
腰

が
壊
れ
る
か
と
思
っ
た
サ
ワ
ラ
種
苗
共
同
生
産
、
楽
し
か
っ
た
青
壮
年
部
視
察
研
修
会
で
の
広
島
の

夜
、
干
し
ダ
コ
教
室
で
水
経
新
聞
デ
ビ
ュ
ー
、
初
め
て
一
人
で
東
京
出
張
な
ど
１
年
目
の
こ
と
を
思

い
出
す
だ
け
で
も
数
え
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
タ
イ
ト
ル
の
『
三
つ
の
海
を
股
に
掛
け
て
』。
日
本
海
に
生
ま
れ
育
ち
、
太
平
洋
で
大
学

時
代
を
謳
歌
、
瀬
戸
内
海
で
大
人
に
な
り
始
め
た
私
で
す
が
、
こ
の
度
、
原
点
の
日
本
海
に
戻
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。（
掲
載
は
４
月
と
の
こ
と
で
す
が
、
執
筆
は
３
月
末
に
行
っ
て
い
ま
す
。）
勤
務

先
は
夢
に
ま
で
見
た
但
馬
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
す
。
こ
ん
な
早
く
に
夢
が
叶
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
動
揺
が
隠
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
辞
令
が
出
た
か
ら
に
は
頑
張
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
大
好
き
な

地
元
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
な
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、
ま
た
各
地
に
異
動
す
る
で
し
ょ
う
。
も
し
皆
様
の
浜
で
見
か
け
た
と
き
は
一
言
か
け
て

く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
但
馬
に
来
て
頂
い
た
際
に
も
、
一
言
か
け
て
く
れ
た
ら
喜
ん
で
顔

出
し
に
行
き
ま
す
。
今
ま
で
出
会
っ
た
方
々
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
方
々
と
お
酒
を
飲
め
る
日
を
楽
し

み
に
、
但
馬
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

表紙の言葉
「イカナゴ料理コンテスト 参加者のみなさん」（明石市）

No.738   April. 2018

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

三
つ
の
海
を
股
に
掛
け
て

但
馬
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー　

田 

村　

一 

樹

　熱い戦いが繰り広げられたイカナゴ料理コンテスト。 
１時間の持ち時間内に、皆さん手際よく調理され、イカナ
ゴのおいしさ・手軽さを基準に各賞が決まりました。

　戦いの後は、各料理を皆で食べ比べ。和気あいあいと
した雰囲気のなかコンテストは終了しました。

　瀬戸内海の春を告げるイカナゴをはじめ、豊かな魚食
文化を継承していきたいですね。

	 ２	 ようそろ

	 ３	 イカナゴ料理コンテスト

	 ４	 ＪＦ浜坂	ほたるいか祭り
	 	 神戸海上保安部からのお知らせ

	 ５	 兵庫県農政環境部	農林水産局	水産課	＆	漁港課	配席図

	 ６	 兵庫JCC通信

	 ７	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

	 ８	 第40回	全国海の子絵画展	今年は３作品が入賞
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
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みなさんで料理の食べ比べ

賞　　名 氏　　名 レ　　シ　　ピ
大 賞 押　切　知　子 イカナゴボール
準 大 賞 西　浦　修　司 いかなご和風アヒージョ
審 査 員 特 別 賞 大　西　和　康 いかなごとワカメのレンコン揚げ
瀬 戸 内 海 賞 泉　　　かずみ イカナゴまん
新 平 く ん 賞 石　本　ゆきこ 肉まん 春うらら
新 平 く ん 賞 山　崎　宏　子 残りご飯と釘煮で作る「ライスサラダ」 
新 子 ち ゃ ん 賞 改　元　亜由美 春らんまん☆いかなごライスバーガー
新 子 ち ゃ ん 賞 西　浦　美　恵 イカナゴもちのオリーブオイル焼き
ア イ デ ア 賞 秋　山　あゆみ いかなごと新じゃがのジェノベーゼビスケット
ア イ デ ア 賞 山　崎　悠　哩 ♪食べても いいかな? いかなごクリチーパイ!

（敬称略）

　
３
月
17
日
（
土
）、
明
石
市
の
兵
庫

県
水
産
会
館
に
て
「
第
３
回
イ
カ
ナ
ゴ

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
主
催
：
イ
カ
ナ
ゴ
謝
恩
実
行
委

員
会 

共
催
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
い
か
な
ご
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
を
一
般
の
消
費
者
か
ら

広
く
募
集
し
、
く
ぎ
煮
や
釜
揚
げ
以
外

の
新
し
い
食
べ
方
の
掘
り
起
こ
し
を
行

い
、
更
な
る
イ
カ
ナ
ゴ
の
消
費
拡
大
と

伝
統
的
な
魚
食
文
化
の
継
承
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
書
類
審
査
を
通
過
し
た
、
夫

婦
や
親
子
を
含
む
男
女
10
名
の
参
加
者

で
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
イ
カ
ナ

ゴ
料
理
に
審
査
は
困
難
を
極
め
ま
し
た

が
、
大
賞
に
は
押
切 

知
子
さ
ん
の
イ

カ
ナ
ゴ
と
チ
ー
ズ
を
丸
め
て
揚
げ
た

『
イ
カ
ナ
ゴ
ボ
ー
ル
』
が
、
準
大
賞
に

は
西
浦 

修
司
さ
ん
の
『
イ
カ
ナ
ゴ
和

風
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
』
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
各
賞
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

 

（
文
：
イ
カ
ナ
ゴ
謝
恩
実

　
　
　
行
委
員
会
）

第３回 イカナゴ料理コンテスト

大賞　　イカナゴボール

準大賞　　いかなご和風アヒージョ
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日
本
海
に
春
を
告
げ
る
ホ
タ
ル
イ
カ

漁
。
全
国
ト
ッ
プ
の
水
揚
げ
量
を
誇
る
Ｊ

Ｆ
浜
坂
の
浜
坂
漁
港
に
て
、
４
月
１
日

（
日
）「
第
20
回
浜
坂
み
な
と 

ほ
た
る
い

か
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
大
勢
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。（
実
行
委
員
会
発
表 

約

３
万
人
）

　
会
場
で
は
、
カ
ゴ
に
入
っ
た
ホ
タ
ル
イ

カ
を
ク
レ
ー
ン
で
つ
り
上
げ
大
釜
で
ゆ
で

た
４
、０
０
０
人
分
の
無
料
試
食
が
振
る

ま
わ
れ
た
ほ
か
、
獲
れ
た
て
船
上
仕
込
み

の
沖
漬
け
、
軍
艦
巻
き
、
串
揚
げ
、
炊
き

込
み
ご
飯
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
様
々
な

ホ
タ
ル
イ
カ
料
理
が
提
供
さ
れ
、
販
売

ブ
ー
ス
に
は
長
い
行
列
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
制
限
時
間
内
に
食
べ
た
数
を
競

う
「
全
日
本
わ
ん
こ
ほ
た
る
選
手
権
」
で

は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
浜
坂
）ホタルイカしゃぶしゃぶ

ＪＦ浜坂 ほたるいか祭り開催

　瀬戸内海・紀伊半島沿岸は、春先から梅雨時
期にかけて濃霧が発生しやすく、これに伴う衝
突・乗揚げ海難が発生しやすい状況にありま 
す。このため、近畿・四国地方海難防止強調運
動の一環として、霧の発生が多い４月～６月の
３ヶ月間「霧海難防止キャンペーン」が実施さ
れます。
　霧発生時等視界制限時の遵守事項「霧五戒」
を確認ください。

霧五戒
１・気象状況を早期に把握すべし
２・船舶間のコミュニケーションを促進すべし
３・航法を守るべし
４・自動操舵装置を適正に使用すべし
５・早期に避泊すべし

神戸海上保安部からのお知らせ「霧五戒」していますか？

拓水738号（2018年４月）



5 拓水738号（2018年４月）

農政環境部農林水産局水産課 職員配席図

漁場整備班（漁場環境担当） 漁政班（庶務）漁場整備班（水産普及担当）

漁政班（漁業管理担当）

資源増殖室　漁場整備班

漁場整備班
主幹

（水産普及担当）
　うち　だ
内　田

（内4152）
362－9230

副課長

花　立
（内4151）
362－9228

副課長（事務）

課　長

ひら　いし
平　石

（内4149）
362－3475

水産課長

資源増殖室長

はな　たて

資源増殖室長

た　むら
田　村

（内4164）

主　任主　任
おか　  だ
岡　田

（内4167）

主　査
さ　とう
佐　藤

（内4169）

主　任
く　　ぼ
久　保

主　査
なか  ぎり
中　桐

（内4160）

職　員
かじ  わら
梶　原

職　員
よね　ざわ
米　澤

（内4161）

主　査
なか　すじ
中　筋

（内4153）

嘱　託

主　査
みね
峰

（内4155）

職　員
さい  とう
齋　藤

（内4156）

嘱　託
きし　もと
岸　本

主　査
とう　いち
東　一

職　員
たけ   の 
竹　野

庶　務

副課長

 やま　した
山　下

（内4166）
362－3481

副課長（技術）

 もり　もと
森　本

（内4154）

漁政班主幹
（漁業管理担当）

たに　やま

機関長

谷　山
かく　　た

はやたか船長

角　田

漁政班（瀬戸内海海区漁業調整委員会事務局兼務）

入　口 入　口

漁政班（組合指導担当）

主幹（建設担当）

鵜　池
（内4179）
(直)362－3485

主　査

吉　川
（内4178）

主　査

久　米
（内4178）  FAX. 

362－3968
（内6768）

主　査

岡　本
（内4180）

主　任

谷　口
（内4182）

主　査

久　米
（内4178）

職　員
応　

接

主幹（計画担当）

日　和
（内4177）
(直)362－3484

副課長兼漁港整備班長

望　月
（内4174）
(直)362－9233

副課長兼漁港管理班長

 埴　岡
（内4173）

(直) 362－9232

課　長

 今　井
（内4172）

(直) 362－3482

漁港整備班 漁港管理班

漁港整備班 漁港管理班漁港課長

漁港課 職員配席図

入　口

ＦＡＸ.362－3920

ロ
ッ
カ
ー

ロ
ッ
カ
ー

テ
ー
ブ
ル

応接

①漁場整備開発事業に関すること
②豊かな海の再生に関すること
③漁場環境の保全に関すること
④離島漁業の支援に関すること
⑤水産物の安全確保に関すること
⑥保護水面の管理に関すること

①水産業の試験研究に関すること
②水産業の普及指導及び普及指導員の資質向上に関す
ること
③水産物の流通加工に関すること
④水産関係統計の管理に関すること
⑤栽培漁業の推進に関すること
⑥養殖業の振興に関すること
⑦（公財）ひょうご豊かな海づくり協会に関すること

①課の庶務に関すること
②総務課との連絡に関すること
③文書及び公印の管守に関すること
④但馬水産事務所との連絡調整に関する
こと
⑤課内各班に属さないこと

①水産行政の企画立案及び調整に関すること
②漁場計画立案及び漁業免許登録に関する
こと
③漁業の許可及び漁業調整に関すること
④内水面漁業の振興に関すること
⑤海区漁業調整委員会及び内水面漁場管理
委員会に関すること

⑥漁船に関すること

⑦漁船損害等補償法に関すること
⑧漁業取締りに関すること
⑨遊漁船業の適正化に関すること
⑩遊漁対策に関すること
⑪漁業無線局に関すること
⑫水産資源管理対策に関すること
⑬漁業に係る災害関連情報に関すること
⑭海洋開発事業と漁業の調整に関すること

①水産業協同組合の指導、監督
に関すること
②漁業協同組合の合併推進及び
経営基盤強化に関すること
③水産制度金融に関すること
④漁業共済に関すること
⑤漁業信用保証に関すること
⑥産地市場に関すること

⑦（財）兵庫県水産振興基金に
関すること

⑧浜の活力再生プランに関する
こと
⑨漁業コスト構造改善緊急対策
に関すること

松　田
（内4176）

職　員

前　田
（内4175）

嘱託員

山　崎
嘱託員

山　内

①漁業経営構造改善事業に関すること。
②水産物の流通機能の高度化に関すること。
③共同利用施設等の災害復旧に関すること。
④漁港施設用地の利用調整に関すること。
⑤漁港港勢調査に関すること。
⑥漁港の整備計画に関すること。
⑦漁港の調査に関すること。
⑧漁港海岸の整備計画に関すること。

⑨漁港海岸の調査に関すること。
⑩海岸統計に関すること。
⑪県管理の漁港事業の実施に関すること。
⑫漁港海岸事業の実施に関すること。
⑬市町管理の漁港及び漁港海岸事業の指導
監督に関すること。
⑭漁港の災害復旧に関すること。

①漁港、漁港海岸利用の占使用事務に関すること。
②漁港及び海岸保全区域における国有財産に関すること。
③県管理漁港財産の取得、管理及び処分に関すること。
④漁港及び漁港海岸の指定及び管理に関すること。
⑤漁港及び漁港海岸の事業事務に関すること。
⑥プレジャーボート対策の総合調整に関すること。
⑦災害対策基本法の施行に関すること（災害時における
車両の移動等に関するものに限る。）。

⑧文書及び公印の管守に関すること。
⑨課内他班に属さないこと。

ばん  どう
坂　東

井　上
（内4183）

長谷川
嘱託員

なか　ぎし
中　岸

（内4150）
362－9229

主　任

平　林

主　査

ふじ
藤

（内4159）
362－3478

漁政班長

職　員
はた　もと
畑　本

漁場整備班長

おお　いし
大　石

（内4163）
362－3480

兵庫県農政環境部 農林水産局 水産課 ＆ 漁港課 配席図



6拓水738号（2018年４月）

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　３月６日（火）、兵庫県農業共済会館で「ひょう
ご消費者セミナー2017」を開催し、72人が参加
しました。
　このセミナーは、「適格消費者団体」や「消費者
団体訴訟制度」について理解を深めるとともに、
消費者被害防止のために個人ができることや地域
のネットワークでできることについて考えることを
目的に2008年度から開催しています。
　冒頭、主催４団体（兵庫県生協連合会・コープ
こうべ・ひょうご消費者ネット・消費者支援機構
関西（KC's））を代表し、消費者支援機構関西理
事長 榎 彰德氏が挨拶。続いて、適格消費者団体
の活動と消費者被害の実例を◯×クイズで学びま
した。講演は、おてらおやつクラブ事務局長・善
福寺住職 桂

かつら

 浄
じょう

薫
くん

氏から「おてらおやつくらぶ
の活動の現場から～お寺の社会福祉活動の可能
性～」と題して、「お供え」を仏様からの「おさが
り」として、見守りを兼ね困っている人に「おすそ
わけ」として届ける「おてらおやつクラブ」の取り
組みを通して、地域のつながりが孤立を防ぎ、消
費者被害防止につながることなどお話いただきま
した。
　参加者からは、「適格消費者団体の取り組みと

原点を知りました。社会
の弱い立場への支援は『お
寺の社会福祉活動』と同
じです」「適格消費者団
体をはじめてしりました」
など感想があり、次年度
につながるセミナーとな
りました。

　ＪＡ兵庫中央会は「農と食、そして地域。つな

ぐＪＡ」をテーマにしたイメージ・ビデオを制作し

ました。ＪＡグループ兵庫は、第33回兵庫県ＪＡ

大会決議の実践として、農業者の所得増大、農業

生産の拡大、地域の活性化を重点課題とする自己

改革に取り組んでいます。

　県内のＪＡが地域で農業振興や地域貢献活動に

取り組んでいることを分かりやすくイメージで表現

し、ＪＡの組合員をはじめ広く知ってもらうことが

目的。「つなぐ」をキーワードにし、生産者とＪＡ

営農指導員、消費者と生産者、女性及び高齢の組

合員とＪＡ職員がそれぞれペアになって、「Ｊ」と「Ａ」

を手文字で表しています。

　ビデオはＪＡグループ兵庫のホームページで見る

ことができるほか、ＪＡ全農兵庫の「ＪＡチャンネ

ル兵庫」やテレビ番組ＣＭで放映していく予定です。

「ＪＡグループ兵庫」で検索してぜひご覧ください。

　なお、ＪＡグループ兵庫のホームページを４月に

リニューアルし、スマートフォンでも閲覧が可能に

なっています。

ＪＡグループ兵庫
イメージ・ビデオを作成

「ひょうご消費者セミナー2017」開催
　防ごう！消費者被害

お寺に学ぶ
助け合いの地域づくり

◯×クイズでわかる！適格消費者団体

講演　桂
かつら

　浄
じょう

薫
くん

氏
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　
　

の
り
加
工
セ
ン
タ
ー
で
研
修

　
大
輪
田
塾
３
月
講
座
は
27
日（
火
）に
、姫
路
市
白
浜
町
妻
鹿
に
あ
る
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
の
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
と
１
月
に
新
た
に
稼
働
し
た
の
り
加
工
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
、加
工
ラ
イ
ン
見
学

等
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、流

通
加
工
部 

香
月 

延
夫
課
長
役
よ

り
当
セ
ン
タ
ー
の
概
要
や
事
業

状
況
、主
な
原
料
・
鮮
魚
の
仕
入

れ
状
況
の
説
明
を
受
け
、加
工
品

の
試
食
を
行
っ
た
後
、加
工
セ
ン

タ
ー
の
製
造
ラ
イ
ン
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

　
の
り
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、の

り
海
藻
部 

小
林 

豊
弘
次
長
よ
り

取
扱
実
績
や
商
品
、取
引
先
等
の

説
明
を
受
け
、
の
ば
し
火
入
機
、

焼
き
海
苔
ラ
イ
ン
の
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

　
塾
生
は
、両
加
工
セ
ン
タ
ー
入

場
時
の
手
洗
い
、
エ
ア
ー
シ
ャ

ワ
ー
に
よ
る
埃
等
の
異
物
除
去
等

の
衛
生
管
理
の
取
組
に
驚
く
と
と

も
に
、加
工
原
料
や
鮮
魚
の
取
り

扱
い
、加
工
さ
れ
る
海
苔
等
級
や

味
付
け
工
程
な
ど
、様
々
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

旬旬
写真と文

遊方子

日本の伝統色

◆
人
類
の
文
化
は
、
火
を
使
う
事
と
死
者
を
葬
る
事
を
知
っ
た
時
に
生

ま
れ
た
と
い
う
。
日
本
の
国
家
が
生
ま
れ
る
以
前
、
こ
の
島
国
で
生
活

し
て
い
た
倭
人
も
同
じ
で
あ
り
、
文
字
が
ま
だ
無
か
っ
た
た
め
記
録
と

し
て
は
何
も
無
い
。
中
国
の
史
書
に
表
れ
る
倭
人
は
、
身
体
に
朱
丹
色

の
顔
料
を
塗
っ
て
い
た
と
あ
る
。
赤
系
の
色
は
燃
え
る
火
で
あ
り
、
身

体
を
流
れ
る
血
の
色
で
も
あ
っ
て
、
人
は
畏
敬
の
気
持
ち
で
赤
に
接
し

た
と
思
わ
れ
る
。
魔
避
け
・
厄
避
け
に
赤
色
を
使
っ
た
。
発
掘
さ
れ
る

石
棺
や
石
室
の
壁
が
、
赤
く
塗
っ
て
あ
る
。
朱
は
硫
化
水
銀
鉱
物
の
辰

砂
（
し
ん
し
ゃ
）か
ら
得
ら
れ
る
。
水
銀
を
焼
い
て
作
る
人
造
朱
は
、
銀

朱
と
も
い
い
黄
み
を
帯
び
た
赤
色
で
、
今
も
印
鑑
を
押
す
印
肉
と
し
て

使
っ
て
い
る
。
朱
印
は
天
皇
の
玉
爾
と
し
て
朝
廷
の
持
つ
権
威
の
象
徴

で
あ
り
、
将
軍
の
権
力
を
示
す
印
で
も
あ
る
。

◆
日
章
旗
の
日
の
丸
に
使
う
赤
色
は
、
昭
和
六
年
に
大
日
本
国
旗
法
案

と
し
て
提
出
さ
れ
た
が
「
白
地
に
赤
」と
い
う
だ
け
で
、
明
度
・
色
相
・

彩
度
に
触
れ
て
お
ら
ず
色
彩
学
的
に
は
不
明
で
あ
る
。
幕
末
、
国
旗
に

日
の
丸
を
採
用
す
る
際
に
貢
献
し
た
薩
摩
藩
主
／
島
津
斉
彬
が
、
あ
る

元
旦
に
桜
島
の
日
の
出
を
『
こ
の
色
じ
ゃ
』と
叫
ん
だ
と
い
う
伝
承
を

尊
重
し
、
初
日
の
出
を
分
光
機
で
分
析
し
た
り
、
口
紅
研
究
者
の
意
見

を
聞
い
た
り
、
無
作
為
五
百
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
平
均
値
を
検
討
し
た
。
や

や
黄
味
が
か
っ
た
朱
色
に
近
い
も
の
が
望
ま
れ
て
い
る
と
判
明
、
一
応
の
基
準
値

が
決
定
さ
れ
て
は
い
る
。
和
名
は
紅
（
く
れ
な
い
）で
あ
る
。

◆
伝
統
色
名
で
は
、
染
色
に
植
物
を
利
用
し
た
事
を
物
語
っ
て
、
植
物
名
の
も
の

が
圧
倒
的
に
多
い
。
茜
（
あ
か
ね
）は
ア
カ
ネ
科
の
ア
カ
ネ
（
多
年
草
）の
根
か
ら

得
た
染
料
で
染
め
た
濃
い
赤
で
、
夕
焼
け
の
赤
色
に
例
え
る
が
、
本
来
は
も
っ
と

濃
い
目
の
赤
が
「
茜
色
」で
あ
る
。
ベ
ニ
バ
ナ
を
揉
ん
で
拵
え
た
顔
料
で
染
め
る
と

鮮
や
か
な
「
紅
色
」に
な
る
。
ツ
ユ
ク
サ
の
花
で
染
め
る
「
露
草
色
」は
退
め
易
い

が
美
し
い
青
色
だ
。
最
も
高
貴
な
色
と
さ
れ
る
紫
は
、
ム
ラ
サ
キ
の
根
か
ら
採
取

さ
れ
た
も
の
で
鮮
や
か
な
「
紫
」に
染
ま
り
基
本
色
名
で
あ
る
。

◆
鳥
の
名
前
を
使
っ
た
も
の
に
「
鴬
色
」が
あ
る
。
梅
に
鴬
を
い
う
図
柄
が
定
着
し

て
い
る
が
ウ
グ
イ
ス
は
、
余
り
梅
に
は
来
ず
、
訪
れ
る
の
は
眼
の
周
囲
が
白
い
メ

ジ
ロ
で
梅
林
に
盛
ん
に
求
蜜
に
来
る
。
羽
根
が
鴬
色
の
た
め
大
い
に
誤
解
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
ウ
グ
イ
ス
は
く
す
ん
だ
黄
緑
で
鴬
色
で
は
無
い
。
空
に
優
雅
な

円
を
描
い
て
飛
ぶ
ト
ビ
の
羽
根
の
色
を
「
鳶
色
」と
い
う
が
、
実
際
に
は
今
少
し
濃

い
色
の
事
を
指
し
て
い
る
。
鳶
茶
は
瞳
の
色
を
表
現
す
る
の
に
使
う
。
動
物
の
名

で
は
ラ
ク
ダ
や
狐
・
鼠
・
海
老
が
知
ら
れ
て
い
る
。江
戸
時
代
に「
四
十
八
茶
百
鼠
」

と
い
っ
て
茶
系
と
鼠
色
に
他
の
色
を
混
ぜ
て
、
微
妙
な
色
合
い
の
変
化
を
《
粋
》と

し
て
楽
し
ん
だ
よ
う
だ
。
歌
舞
伎
役
者
の
名
を
つ
け
た
茶
色
が
庶
民
の
間
に
流
行

し
た
り
、
藤
鼠
、
銀
鼠
、
利
久
鼠
な
ど
、
灰
色
も
重
用
さ
れ
喜
ば
れ
た
と
い
う
。

桜

水産加工センターでの講義のり加工センター 連続火入機の説明



全国海の子絵画展
　ＪＦ全漁連主催「第40回全国海の子絵画展」は、全国19,681点（参加878校）のうち、各県で選ばれた129点につき審査が行
われました。兵庫からは、昨年決定した「ひょうご海の子絵画」受賞作品（拓水№735号：Ｈ30．１月号参照）のうち、特に優秀で
あった10名の作品が出品されました。審査の結果、加古川市立鳩里小学校 小川 哲平さんが「農林水産大臣賞」を新温泉町立浜
坂西小学校 山田 奨梧さんが「日本放送協会会長賞」、神戸市立西神中学校 松本 優駿さんが「水産庁長官賞」、を見事に受賞し
ました。
　表彰式は東京・コープビルで３月26日（月）に開催され、特別賞入賞者の一人ひとりに賞状が手渡されました。（文：ＪＦなぎさ信漁連）

「
魚
の
む
れ
」

　

農
林
水
産
大
臣
賞

　
　

加
古
川
市
立
鳩
里
小
学
校 

３
年 

小
川 

哲
平
さ
ん

「高い値段で売れますように」
日本放送協会会長賞

新温泉町立浜坂西小学校 ５年 山田 奨梧さん

第40回 今年は３作品が入賞！

「いかなご漁」
水産庁長官賞

神戸市立西神中学校 １年 松本 優駿さん
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